タイトル（自由記入）
個人の体験や率直な思いを出発点とし、高研究室での学び・研究・日常生活の中での具体的な記憶を振り返りながら、高先生との関わりやその中での気づき・実感を綴っていただければと思います。以下の内容はあくまで執筆の参考例です。ご自身の経験に応じて、自由に取捨選択し、柔軟に展開していただいて構いません。必ずしも各項目に逐一対応する必要はありません。
一、先生との出会い。高研究室に入る前後のご自身の状況（学習背景や研究段階、その当時の迷いや期待など）を簡単にご紹介ください。また、先生がどのように研究へ導いてくださったのか、重要な場面でどのような助言を受けたのかなど、印象に残っている出来事を振り返ってください。
二、研究室での日常。ディスカッション、発表、調査、交流など、研究室での何気ない日常の一場面をお書きください。具体的なエピソードを通して、研究室の雰囲気や先生のご指導スタイル、それがご自身に与えた影響を伝えていただければと思います。
三、先生から受けた影響。研究だけでなく、「人としての在り方」にどのような影響を受けたかを振り返ってください。大きな出来事でなくても、一つの言葉や小さな出来事が深い意味を持つこともあります。
四、研究室を離れた後の影響。研究室を離れた後も大切にしている考え方や姿勢があれば、それが高研究室での経験とどのようにつながっているかを書いてください。
五、学生として、今先生に伝えたい一言。文章の結びとして、今この瞬間に先生へ伝えたい感謝や祝福、率直な思いをお書きください。
文体は自由です。記録的文章、随筆風、回想形式など、いずれでも構いません。必ず今回配布した執筆テンプレートに沿ってご作成ください。全体の体裁を統一するため、書式の遵守をお願いいたします。本文フォントはMS明朝（9.5ポイント）、行間は 1.1倍 としてください。分量は500〜1000字程度を目安とします。記念となる写真、映像、資料などがございましたら、ぜひあわせてご提供ください。
本回想録は、同門の皆様お一人おひとりの誠実なご寄稿によって完成するものです。
ご多忙の中、貴重なお時間を割いてご執筆いただくことに、心より感謝申し上げます。皆様の記憶と言葉が集まり、高研究室、そして私たち自身にとってもかけがえのない一冊となることを願っております。
（〇〇年度 修士／博士修了生　氏名）
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